
夏休み前の最後の登校日　北部小学校

　６月１日から学校が再開され、今年度は、終業式をいつもより遅い

７月31日に行いました。いつもより短い夏休みを迎える子どもたち

の笑顔は、いつもと変わらないようです。

学校休業から学校再開、そして、今

読書を通して豊かな心を育む

い

ち

をををををををを

コロナ禍における新しい学校生活様式を模索中！

　昨年度末から今年度当初にかけておよそ３か月にわたって

学校休業を余儀なくされ、この間、学校生活においては『別れ、

旅立ち（卒業等）』と『出会い、スタート（新入学、進学・

進級等）』という子どもたちの成長にとって大切な節目、時間

が失われました。また、子どもたちのみならず教職員や保護者

等多くの大人たちが「学校や学校教育」という空間や機能の存

在意義や価値を見直すきっかけとなりました。学校は再開され

ましたが、コロナ禍以前とは異なり新たな対応が求められてい

ます。子どもたちの安全・安心はもとより、教職員や保護者、地

域の方々をはじめ、学校関係者全ての安全確保、そして、学校

の持つ機能の保証を推進していく必要があります。そのような

中、各学校では、ＰＴＡや有志の方々による消毒や清掃活動に

ご協力をいただいているとのうれしい報告が届いています。

　先日、市ＰＴＡ連絡協議会長より「情報教育の充実を求める

要望書」をいただきましたが、その中で「もっと学校はＰＴＡ

を頼ってください」と、同席していた市校長会長への言葉かけ

に私は感動しました。ここ最近忘れかけていた「子どもを真ん

中において先生と親が共に汗を流す」精神もまたコロナ禍にお

いて見直されるべきだと強く感じた次第です。

浦安市教育委員会　教育長　鈴木忠吉

学び　育み　認め合い　『未来を創造する』人づくり
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